
　平成17年7月8日、第3回塩谷広域行政組合ごみ処理検討委員会が開催され、下記の内容に
ついて意見交換いたしました。�
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  第4回�
塩谷広域行政組合�
ごみ処理検討委員会�

（1）ごみ資源化・減量化方策等委員からの意見の集約結果について�

（2）各市町のごみ資源化・減量化への取り組み状況について�

（3）今後のごみ処理検討委員会の取り組みについて�

　平成17年8月29日、第4回塩谷広域行政組合ごみ処理検討委員会が開催されました。第3回
の会議結果を受けて、下記の内容について意見交換いたしました。�

　平成17年9月28日（水）、高根沢町に建設を予定している、環境施設に伴う塩谷広域行政組合環境施

設用地検討委員会が発足いたしました。�

　委員会は、高根沢町からの推薦委員10名、公募委員2名、アドバイザーとして宇都宮大学の先生方2

名の合計14名で構成されており、施設建設候補地を複数提案することを目的としております。�

　なお、最終決定は、塩谷広域行政組合正副管理者会議において決定されることとなっています。�

（1）ごみ処理方式について�

（2）リデュース部会、リユース・リサイクル部会について�

については下記のとおり�（1）�
（１）�については、次期環境施設で採用すべき処理方式について提言をいただくため、数種�類の処理方式を説明し、今後検討していただくこととなりました。�

については、それぞれの部会に分かれて、塩谷広域圏のごみを減らすべく今後の検討�
課題について協議し、次回から検討に入ります。（下図参照）�

（２）�

（２）�

※1　3Rとは…�
リデュース（Reduce）… ごみの発生抑制。ごみになる物を買わない。�
リユース（Reuse）………ごみの再利用。壊れたら修理して使う。�
リサイクル（Recycle）…ごみの再資源化。どうしてもごみになるものは、分別して再資源化する。�

ごみ資源化・減量化方策等委員からの意見の集約結果（抜粋）�

ごみ減量化方策について�

環境教育について�

・問題点を3R※1（リデュース・リユース・リサイクル）の順に検討する。�
・次期建設施設の処理能力等を視野に、可燃、不燃ともに排出量の目標とする抑制
率を提示し、具体的な行動計画に沿って会議で検討する。�

・一部の地域で行っているリサイクルを全体化させるには、課題が多いか？�

・学校教育を通じて徹底した環境教育の実施�

ごみの資源化について�
・紙類の分別の徹底�
・保冷材、食品トレイの回収を徹底する。�
・高根沢町で実施している古着古布収集は他の市町でも実施可能か。�
・生ごみは堆肥化し、家庭菜園等に利用する。�

については、�

住民主体及び事業者主体の回収品目や回収
頻度、再資源化のルート等について各市町
の現況を報告しました。�

（３）�については、�
リデュース部会、リユース・リサイクル部
会に分かれて、それぞれの課題について検
討するということで了承しました。�
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※第3回及び第4回の会議の内容及び資料の詳細については、ホームページに掲載しましたので、是非ご覧ください。�
 （http://www.shioyakouiki.or.jp/）�

リデュース部会� 部会での検討�

部会での検討�リユース・�
リサイクル部会�

報告� まとめの報告�
（次回委員会にて説明）�

塩谷広域行政組合環境施設用地検討委員会発足�
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